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夏期の渇水について

要　約

鬼　沢　洋　一

熱珂湊地方の夏期渇水について過去50年間の資料を用い解析した結乳次の知見を碍転

1・夏期にかける渇水は・その年の梅雨期の降水量が平年値の79％以下に覆ると起用易い。

2・梅雨期の降水量の周期性については5年ゝ11年間期が正相軌1年，12年周肋が負和渕で有意で

ある。

5・1928年のよう左大串魅の発現確率は50年で2－5軌そして10年に5回位は皐毯傾向佗在る。

4・梅雨期に別ナる降水量偏差の正負の発現の仕方と太陽黒点総平均緯度との間には大きな負相関がある。

1　序

水資源は我々の生竜活動や日常生活にとって極めて重要を其太的問題である0最近当地方でも水確冷凍加

工に必要な水資源化つhて夏期渇水解明の必要灯迫られたため，その予報指針の一部として琉計的に予備調

査をした0夏期渇水がその年の梅雨期における剛く童の多寡佗支配されることは，すでに明らかである。そ

のため，ここでは資料として那珂湊気象磯剃所に於ける明治44年から昭和55竿まで5臣邦肘拍縮搬降

水量を用いて解析を試みた。なお　渇水の記録としては丼水位等の親副使がなhため早越の記録を目安とし

た。

2　資　料

（1）梅雨期降水丑
1）

梅雨の入力や終カの決め方は仲々難かしく，その湖周は地方⊥こよって異なる。矢掛てよれば茶榊て於け

る最近5ヶ年の梅雨期間は第1表の通力である。

第　1　表



茨水試：試験報告　昭和54領空

したがってこの表から梅雨期降水量としては台風等の大き引変乱の影響を除けば8月，7月の合計値で充

分代表し侍ると思われるのでこれを採用し，前述の58年間に封ける各年の梅雨期降水畳を第2表に示し

た。

第　2　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：mm
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同年間における早魁の記品第5表の通力である。

第　5　賽

年　 次 l 主賓早魅月 記　　　　 事

1 9 1 5 7 ， 8 太県陸稲 5万石減収

1 9 2 4 占， 7 毒　 広範乳 顕著な皐魅 ．陸稲 1 2 万石，水稲 1 1万石減収

1 9 2 8 占，ス8　 書　 全国的早魅，群馬県水騒動，本県陸稲4万石，水稲 8万石減収

▼＿▼ユ ニ」 8 本県陸稲 7 万石減収

1 9 5 5 l
l　　 9

全国的早魅．本県陸稲水稲共 1 2万石減収

1 9 5 7 8 関東南部早魅，本県陸稲 1 9万石記録的大減収

1 9 4 9 7 琴県陸稲 4万石減収

1 9 5 1 8 本県陸稲 ‘万石減収

1 9 5 4
7， 8 】 本県陸稲 5万石減収

1 9 5 5 占， 7 本県陸稲 1 1万石減収

1 9 5 8 占， 7 常陸川流域水位低下のため塩害起る。被害面積は本県面積9万余町歩の4弓％

1 9‘0 占．ス8 調査中

これら以外に類以の年もあるが，早魅程度が極めて弱かったれ記録が不明のものがあるので．それらは

顔hた。梅雨期降水量が早魅の主因であることは明らかであるが早魅記銘の内容が以上の通力であるため
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鬼沢洋一：夏期の渇水につ－いて

両者の量的関係を明示することは艶かしい。しかし，上記の記録は一応の目安となるので．之から確率論

的K期待値を求めることにした。以下之について述べることにする。

5　梅雨期降水量の斯待値について

（1）偲極値のReturJI Periodlについて

④降水量？頻麦分布型

降水量の頻壕分布型についてはすでに鈴木や戸巌よってr分布がよく適合することが指摘されてい

る，そのため第2表の資料から，降水量の頻度分布型を調べた。それによればma叫は789mnlmin

は85ふmでその差が占86mmであるから級聞巾を50mmにとカ各頻度を示すと第4表の様‘てなる。

第　4　責

中心 値

（汀打n ）
2 5 7 5 1 2 5 1 7 5 2 2 5 2 7 5 5 2 5 5 7 5 4 2 5 4・7 5 5 2 5 5 7 5 8 2 8 7 5 7 2 5 7 7 5 8 2 5 …汁

5 0
頻　 壕 0 2

【 5
1 0 1 D 1 0 2 4 2 5 0 0 0 0 1 1 D

この表を見ると・中心値が725mと775∫肌の頻壕は各1回で，他の階級から非常灯離れている。

これは1958年と1941年の梅雨期間中に台風の中心が那珂湊地方附近を通過した特別な場合であれ

したがってこの2回を除き正規型の理論値を求め，実測値と対比させてみた，これを弟1図に示す。

↑
　
頻
　
度
　
（
ガ
）

108　　20ロ　　500　　480　　　508　　∽0

降水量（万虞）　→

第1図　梅雨期降水量姻家分布図

－51－



茨水試：試験報告　昭和56年度

この図ではγ分布型とも普通の正規分布型ともみられ余出土つき少しをレ㌔そのため，この裂垣1・フ汀

と尖塔β2を計算しノ不二－0．804，β2＝2．077を裾た。ただし．”L三＝48である。

hまノ71の5％下限とり占上長を求めると，夫々0・555と□・787となり，∴釘はその平間にあも

けれども，β2一三三mが非常に小さhので当てにをら孜レ㌔すなわち，これだけでは正規性かどうか断定する

ことが出来ないので，さらにズ2検定を行った。

こによると，ズ2急11．94で自由位は8であるからP＜口．20となれ降水量の頻度分布型は正規塾と．

認めることが出来る。平均値および頑準備差値は，m＝248mm－一丁二十101∫mとなる0

（尋低極値の発現確率

正規分布は周知の通力，実数をXにすれば，

1

f（Ⅹ）ヒ　二二二∵一一一　e

、27r J

／をカ．Xを変数変換してu＝；
X－m

（J

¢rU）モノ苦言e

またⅩが±uの外側にある確率¢仙

1　Ⅹ一m12

2∴＼¢

としさらⅠち　m空0，ロコ1の規準正規分布を考えれば．

u2

2

叫）己＝1．2f如u

ところで，XがⅩ1エカ小さい確率をPr（X≦xl）とすれば，

Pr－（X三一、・Xl弓ニf匹）聖二紬du

uく口のとき・罠申伸＝：肌－）

u＞口のとき工：
1

1

穐1）du＝1－－¢（叫）
2

と茂る．したがって，低極値の場合は一一一¢ruOの値を求めればよい。そこで第5表に－¢（ul）の値を示
2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

した。

第　5　表
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鬼沢洋一：夏期の渇水について

1926年梅雨期のように・障水量が85ilmで・50年間の最小値を示している場合の発現確率は，

u＝；－1・65であるから，；0（u）＝D・051ろとをb，ReturnPe．i。d…9年と在る。ナ紬

ち・50年間では2－5回発現することになれ192占年の毛か7955年にも871mという極少降水

量が記録されているので，上記の結果は妥当であるとみてよい。

この時の早魅による被害程度は第5表の通力であるが・降水量の多寡と早魅程度の関係は簡単には決め

られをレ㍉合晶多鱒の夏季総降水量と香川県の夏季報との閑鮎調べ多度津の夏季総降水量が

580mm以上では起せにくく一500m以下では非常に起句易く，殊に250m以下では例外をく

早魅凶荒が起るといってhる。そのためIここでは多少難はあるが一目安として第5表に早魅年として記

銀されている年のuの平均値盲をとってみること忙しもそれによれば言百一0．520で

主軸）⊇ロ・501と如．Returnperiodは5．年とをるから，1時に5回位は早魅酌に在る

といえる。早魅として記銘されている　U＞0のうち・最大のものは1954年の＋1・428で降水量は

592m呵あったが・被害は華微であった。このように軽度の早飢u＞0の時でも起きているので注意し
なければをらない。

＋

．

1

相

【

傭

数

　

↓

一

障水産にすれば
19dmで合田の250mmに上腰して大分少なくをっているが合田の場合は8

月の降水量も含まれているものと思う



茨水試：＿試験報告　昭和54年度

以上で降水量による早魅の昌宏と，その発現確率がわかったが問題はその発現の仕方である○つぎ忙自’■一

己相関法作上る周期分析の結果について述べることにする

（2）梅雨期降水量の周期性について

第2表e）資料によbAuto Correlationを計算L400rrelogramを作った。これを第2

図に示す。周期としては一応太傷黒点の11年周期の影響が多少をカ現われていることを予想し15年

まで計算した。その桔亀正相関が認められるのは周期もス18．11，15，また負相関は1，乙4，5，捕え1三乙

の各年となった。しかし無秩序の量の周期を求めても5－4の見料上の周期が現われてくるので，以上の

相閑係数の誤差を求めてみると，・1＝50であるから「二㌔0・141となって▲正相関では5年1日

年の各周期※が有意性あわと解釈される○

このような周矧生を支配するメカニズムは極めて複雑で，その探求の手段を観測や予報のルーチシ。ワ

ークの中に求めることは園難であるけれども11年周期の相関係数が＋0・188になることから．太陽

活動が一つのilldexに在ると考えられる。

（3）梅雨期降水量と太陽黒点との関係

太購清朝佗咽安として太揚男点数がしばしば便わか気象との関係についてもすでに数多くの研究がされ

ている。長巌上れば太宙黒点数が15以下で非常に少帥時は8月の降水量分布の負域の中心が東海

地方にあり．Sing1－1arityの日はそれが関東南部に移るといわれ太陽活動と梅雨期降水量との間に密

送桑園係があることが明らかにされた。しかし，太陽黒点数と第2表の梅雨期降水量を対応させてみると

太嵩黒点数の竜大品短小朔ともに降水量偏差の正負が現われている。そのため．ここでは黒点総平均緯度

と六応させてみた，黒点総平均緯度とは．

（北半球の黒点面積×その緯度）－（南半球の黒点面積×その緯度）

で定義され。r。e－lWi。h天文台の写真観測から得た藤謎資料を用いた。両者の定量的関係は明らか

でないので属性相聞をみるため2×2Contingency Table推た○これを第‾占表に示す。

第　占　表

観 義 靂讐 隻
十 －

計

十 d 1 7 2 5

ー
9

－　　　 2 1 ‾1

詔　 1 1 5
1 9 5 4

なお符号は両者の相対的変化傾向とその大きさを考慮して修正したものを用いた。降水量偏差の発現の

仕方について怯前述のように若干相磯があるので，互に全くの独立事象とみなすことはできないが，一応

が検定してみるとα2＝95745．fd21でPく0．01と、なるから．両者の周には有意差多少と認められ

※　計算を続ければ更に長い周期の相関が現われるかも知れない。渡辺は東京に於ける年降水量の永年変

化に吐40年位の周期があるらしいといっている0

－5　4－

∵

．

′

∴

　

∴

．

′

・

∵

　

′

．

，

　

′

　

∵

　

．

、



4　結　び

鬼沢洋一：夏期の渇水について

る。すなわち，黒点総平均緯度は早魅予想のための一つのindexとして充分便いうることがわかる。

今後問題となることは将来における渇水の予想であるがこれ且単に降水の量的なものはかわではな

く，その剛方にも影響されることが考えられる。平誠梅醐の降水量が8月に多いか，7駆多いか

という配分について22年周期という循環律のあることを明らかにした。

これ曙非常に重要なことで今後はこのような点とか前述の太陽黒点総平均緯度等の太陽活動との関係そし

て降ホヤ日照と井水位との有機的関係を明らかにしたh。渇水の記録が無いため渇水は早魅時につきもの

という考え方で処理をしたれ資料も一箇所のもののみを使用したため大変粗雑をまとめ方をしたが，

大方の御叱正を迎ぐと共に幾分なカと御参考になれば幸いである。
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